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令和４年度 第１回 

焼津市地域公共交通大井川分科会 会議録 

開

催 

日時 
令和４年５月13日（金） 

午前10時00分～11時15分 

場所 焼津市役所大井川庁舎 ２階会議室 

議題 ・大井川地区再編について 

出席委員 

10名 

（公共交通大井川分科会） 

会  長    久保山 巌夫 （焼津市） 

委  員   吉林 史仁  （しずてつジャストライン㈱） 

委  員   小泉 明裕  （静岡県タクシー協会志太榛原支部） 

委  員   谷澤 優   （焼津市自治会連合会 下小杉自治会長） 

委  員   白石 睦美  （焼津市自治会連合会 中島自治会長） 

委  員   竹内 正至  （焼津市自治会連合会 相川自治会長） 

委  員   滝井 不二夫 （焼津市民生委員児童委員協議会 大井川西地区） 

委  員   五十右 直  （焼津市社会福祉協議会） 

欠席委員 民生委員児童委員協議会 大井川南地区 原川光世 

民生委員児童委員協議会 大井川東地区 井鍋眞澄 

大井川商工会 小澤 代輔 

議事内容 

会議の成立 委員総数11名の内８名が出席している。過半数を超えているため会議は成立する。 

人事異動に

ついて 

人事異動等により、下記が新たに委員に就任された。 

小泉 明裕  （静岡県タクシー協会志太榛原支部） 

谷澤 優   （焼津市自治会連合会 下小杉自治会長） 

副会長指名 
焼津市地域公共交通大井川分科会運営要領第５条第３項の規定に基づき、会長が白

石委員を副会長に指名した。 

議題 ・大井川地区再編について 

 １ デマンドタクシーの運行について 

事務局説明 

・４月から運行を開始した大井川地区デマンドタクシーの運行内容、乗降場所、 

運行ダイヤ等について説明した。 

＊資料：【説明資料】Ｐ３ 

 

【質問・説明等】 

○小泉委員：現状では予約が少なく、平均すると１便に１～２名が乗車している。 

     デマンドタクシーと路線バス（焼津大島線）との乗り継ぎがイメージ 

できないとの声も利用者から寄せらせている。 

      乗り継ぎの例として、焼津市立総合病院までの利用例などを具体的に

示すことで、イメージしやすくなると思う。 

 

 ２ デマンドタクシー利用状況について 

  事務局説明 

  ・デマンドタクシーの４月末までの登録者数、利用者数、乗降場所の利用者数、 

利用者の意見等について説明した。 

  ＊資料：【説明資料】Ｐ４～Ｐ９ 
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【質問・説明等】 

○小泉委員：大井川庁舎で乗降する利用者が最も多かった。路線バスへの乗り継ぎ

以外に大井川公民館の講座等への出席、大井川保育園への送迎に利用し

ている方もいた。 

      その他、買い物等でグランリバー、ＫＯマート、まんさいかんの最寄

りの停留所が利用されていた。 

 

○滝井委員：デマンドタクシーの利用者は、西部循環線の利用者数と比較して、増

加しているか。 

⇒事務局 ：運行経路等が異なるため比較は難しいが、昨年度４月の西部循環線の

利用者は約800人であった。４月のデマンドタクシー利用者数と焼津大

島線の新設されたバス停の利用者数を合わせると約850人であったた

め、おおむね同規模で推移しているものと考えている。 

 

○谷澤委員：利用数95人に対し、実利用者数が28人というのは、複数回利用して

いる方がいるということか。 

⇒事務局 ：そのとおりである。 

 

 ３ デマンドタクシー利用促進について 

  事務局説明 

  ・案内チラシの配架、説明会の実施、各種団体の会議等でのＰＲ、大井川地区

内の自治会で実施した地区別相談会の開催状況等について説明した。 

  ＊資料：【説明資料】Ｐ10 

 

【質問・説明等】 

○滝井委員：利用登録について、高齢者等主にデマンドタクシーを使っていただき

たい人が集まる場所でＰＲを行う必要がある。 

⇒事務局：今後も継続して利用促進対策を進めていく。 

 

○滝井委員：グランリバー南の停留所は、グランリバーの最寄りであるが、グラン

リバー内の店舗から少し離れている。デマンドタクシーをグランリバー

敷地内へ乗り入れることはできないか。 

⇒事務局 ：グランリバー敷地内への乗り入れを行うことで目安のダイヤどおりの

運行ができるかどうか不安があるため、現時点では実施していない。 

⇒小泉委員：グランリバーでは通常のタクシー利用が年間3,000回程度ある。デマ

ンドタクシーが民間のタクシー業を圧迫しないよう考慮している。 

 

○五十右委員：福祉施設や障害者等を雇用する事業所に対し、職員等に向けた利用

促進のＰＲ、説明会等を行ってはどうか。 

⇒事務局 ：五十右委員にもご協力をいただき、福祉施設等での利用促進を実施し

ていきたい。 
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○吉林委員：デマンドタクシーを実際に利用した方の声や利用例などを示すと、 

より利用のイメージがつかみやすくなると思う。 

     また、高齢者等を主な利用者として想定していると思うが、対象地区 

内の住民なら誰でも利用できることもＰＲしていく必要がある。 

⇒事務局 ：今後の利用促進では、デマンドタクシーの利用実例を示すとともに、 

誰でも利用できる公共交通であることも周知させていく。 

 

○竹内委員：地域の方に聞くと「デマンドタクシー」の仕組みを理解していない 

人も多い。自治会への回覧等だけでは効果が限られている。 

⇒事務局 ：今後も継続してデマンドタクシーの周知や利用促進に取り組んでいく。 

 

 ４ デマンドタクシー愛称募集について 

  事務局説明 

  ・愛称募集の目的、内容、募集の方法等について説明した。 

  ＊資料：【説明資料】Ｐ11～Ｐ12 

 

【質問・説明等】 

○小泉委員：２台の車両で運行しているが、愛称はデマンドタクシー全体のものを

１点選出するのか？ 

⇒事務局：デマンドタクシー全体の愛称として、１点を選出したいと考えている。 

 ※愛称募集については、事務局案で進めることで了承を得た。 

 

閉会 予定していた議事が終了。 

第２回焼津市地域公共交通大井川分科会は 10 月中の開催を予定。  


